
新規採用・除外銘柄

2026年7月15日

平素は当ETFをご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。
指数算出会社より、7月の定期リバランスにおける指数構成銘柄の⼊れ替えが発表されました。
つきましては新規採⽤・除外銘柄についてお知らせいたします。
なお、今回の⼊れ替えの効力発生日は2026年7月20日です。

対象株価指数の銘柄選定プロセス（概要）

※上図はポイントを抜粋したものです。詳細はこちらをご参照ください（出所）Mirae Asset Global IndexよりGlobal X Japan作成
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新規採用銘柄 除外銘柄

https://indices.miraeasset.com/pdf/Mirae-Asset-Japan-Semiconductor-Top-10-Index.pdf
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当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。

コード 銘柄名 比率 コード 銘柄名 比率

285A キオクシアホールディングス 15.0% 4063 信越化学工業 10.0%

8035 東京エレクトロン 15.0% 6920 レーザーテック 6.3%

6857 アドバンテスト 15.0% 7735 SCREENホールディングス 5.1%

6723 ルネサスエレクトロニクス 13.9% 6525 KOKUSAI ELECTRIC 4.4%

6146 ディスコ 12.1% 3436 SUMCO 3.2%

指数構成 全10銘柄

※個別銘柄の推奨、今後の組⼊を示唆・保証するものではありません（注）構成比率はデータ基準日の2026年7月3日時点

対話型AIから汎用人工知能へ

2022年11月にChatGPTがローンチされて以降、対話型AIが生成AI市場をけん引してきましたが、
足元で急速に注目を集めているのは「汎⽤人工知能（AGI）」です。AGIは、人間のように考え、判
断し、行動できる技術と定義されます。

AGIが実現・普及するために、画像処理半導体（GPU）やデータセンター、電力システムに数兆ド
ルの投資が必要となる見込みです。これらインフラへの投資が拡大するにつれて、より高性能なAIモ
デルが可能になり、新たなAIエージェントとアプリケーションの創出が進みます。
投資家は、AI半導体やデータセンター・インフラ、インテリジェント・アプリなどの関連銘柄に投資
することで、AGIによる社会の構造的な成長を捉えることができるでしょう。
特に半導体は、計算性能の向上と電力効率の最適化という両面でAGI実現の鍵を握る中核分野です。

最先端GPUや専⽤アクセラレータ、先端・後工程を含む製造装置まで、幅広いバリューチェーンに持
続的な需要拡大が見込まれます。そのため、AI時代の“基盤技術”として高い参⼊障壁と長期的な成長
性を兼ね備え、構造的な成長テーマに対する投資先として重要な位置付けを占めるでしょう。
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※イメージであり、すべてを網羅しているわけではありません（出所）Global X U.S.
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当資料中のいかなる内容も将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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半導体株投資のポイント

※過去のパフォーマンスを示しており、将来の成果を保証するものではありません。

（注）対象指数の算出開始日は2024年10月10日。算出開始日前の指数に関する情報はすべて、算出開始日において有効なメソドロジーに従い、仮説に基づいて指
数算出会社がバックテストしたデータ。期間は2018年7月20日から2026年7月10日。起点を 100 として指数化（配当込み、日次）

（出所）BloombergよりGlobal X Japan作成
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図1のように、2025年4月のトランプ関税
ショックの際には、半導体関連株も大きく
売られ、下落率は直近の高値から50％を超
えました。しかし、その後、売られすぎの
反動やエヌビディアやブロードコムなどの
米半導体大手の好調な決算、FRB（米連邦
準備制度理事会）の利下げ再開などを受け、
急激に株価を戻してきました。

図2にあるように、半導体株は調整後、そ
の時点の高値を抜けると数年単位の上昇ト
レンドに⼊り、次の高値まで大きく上昇す
る傾向があります。
2025年10月に最高値を更新して以降も株価
は上昇しており、新たな上昇トレンドに
⼊っていると考えられます。

半導体は中長期的に成長が見込まれてい
る産業です。これまではゲーム機やデジタ
ル家電、PC、スマートフォンなど消費者向
けの電子機器がけん引する形で順調に拡大
してきました。今後はAIや5Gなどデジタル
化の進展に伴い幅広い⽤途で需要が高まり、
世界の半導体市場は2030年に約1.1兆ドル
に拡大すると予測されます。
そのため、早い段階から半導体への投資

を始めること、また短期的な下落に動揺せ
ず長期的なスタンスで取り組むことがリ
ターンを最大化するコツだと考えています。

図1：最高値からの下落率
(Mirae Asset Japan Semiconductor Top 10 Index)

図2：パフォーマンス
(Mirae Asset Japan Semiconductor Top 10 Index)
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